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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年11月期第１四半期 1,347 10.0 18 － 26 1.0 19 8.7

2024年11月期第１四半期 1,225 △7.2 △20 － 26 － 17 －

（注）包括利益 2025年11月期第１四半期 17百万円（－％） 2024年11月期第１四半期 △23百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年11月期第１四半期 21.47 －

2024年11月期第１四半期 18.82 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年11月期第１四半期 7,544 3,231 40.9 3,439.40

2024年11月期 7,715 3,239 40.0 3,443.61

（参考）自己資本 2025年11月期第１四半期 3,083百万円 2024年11月期 3,086百万円

年間配当金
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2024年11月期 － 0.00 － 25.00 25.00
2025年11月期 －
2025年11月期（予想） 0.00 － 25.00 25.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 3,490 3.5 273 29.7 311 9.1 230 3.1 253.42

通期 6,266 3.5 225 395.9 273 95.9 154 16.0 169.68

１．2025年11月期第１四半期の連結業績（2024年12月１日～2025年２月28日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年11月期の連結業績予想（2024年12月１日～2025年11月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年11月期１Ｑ 1,019,700株 2024年11月期 1,019,700株

②  期末自己株式数 2025年11月期１Ｑ 123,315株 2024年11月期 123,315株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年11月期１Ｑ 896,385株 2024年11月期１Ｑ 941,040株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定

性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、実質賃金の伸び悩みから個人消費は勢いを欠くものの企業の

設備投資が堅調で緩やかな景気回復基調で推移しました。米国の第二次トランプ政権によるロシアとウクライナ及

びイスラエルとハマスの戦闘停止の仲介が功を奏すれば世界的に政治及び経済の安定を取り戻すことが期待されま

すが、その一方でトランプ大統領の関税政策が世界的な経済の混乱と後退を引き起こすことが懸念されており、我

が国にとっても景気を大きく下振れさせるリスク要因であり先行きを見通すことは極めて困難な状況にあります。

国内の農業を取り巻く環境に関しましては、2024年の農林水産物の輸出金額が過去最高を更新し2025年に入って

からも前年同期を上回り順調に推移していますが、農業従事者数や耕地及び作付面積の減少は続いており、国内農

業基盤の改善は進んでおりません。

このような状況のもと、当社グループでは従来からの地域密着を基本に、水稲用殺虫剤「スクミノン」、園芸用

殺虫剤「サンケイ コテツベイト」および食品由来物質を用いた「サンクリスタル乳剤」、「ハッパ乳剤」などの

食用作物用独自開発品ならびに環境と樹木への負荷を軽減した樹幹注入剤「ウッドスター」などの独自開発品に加

え、総合防除による環境保全型農業への推進、森林や公園・ゴルフ場等の緑化防除事業ならびに不快害虫防除薬剤

の開発と防除事業などに注力するとともに受託生産にも努めて工場の操業度向上を図ってまいりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、1,347百万円（前年同期比122百万円、10.0％増)となり

ました。損益面では、営業利益は18百万円（前年同期は20百万円の営業損失）、経常利益は26百万円（前年同期比

0百万円、1.0％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は19百万円（前年同期比1百万円、8.7％増）とな

りました。

　当社グループの事業は単一セグメントでありますが、製品の用途別売上は以下のとおりとなりました。

　殺虫剤は水稲用が増加し売上高は720百万円（前年同期比99百万円、16.0％増）、殺菌剤は緑化用が増加し売上

高は155百万円（前年同期比4百万円、2.8％増）、殺虫殺菌剤は水稲用が減少し売上高は75百万円（前年同期比50

百万円、40.0％減）、除草剤は園芸用が減少し売上高は97百万円（前年同期比0百万円、1.0％減）、その他は園芸

用が増加し売上高は129百万円（前年同期比45百万円、55.0％増）、農薬以外は増加し売上高は168百万円（前年同

期比23百万円、16.2％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は7,544百万円で、前連結会計年度末に比べ171百万円の減少となりまし

た。これは主に現金及び預金並びに受取手形及び売掛金の減少が原材料及び貯蔵品の増加を上回ったことによるも

のであります。

　負債は4,312百万円で、前連結会計年度末に比べ164百万円の減少となりました。これは主に長期借入金の減少に

よるものであります。

　純資産は3,231百万円で、前連結会計年度末に比べ7百万円の減少となりました。これは主に利益剰余金及び非支

配株主持分の減少によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年11月期の第２四半期累計期間及び通期の連結業績は、2024年11月期の決算発表時（2025年１月15日）の業

績予想からの変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,903,074 1,412,273

受取手形及び売掛金 1,285,374 1,134,336

電子記録債権 688,683 829,300

商品及び製品 952,681 1,049,568

仕掛品 51,693 70,578

原材料及び貯蔵品 434,462 660,471

その他 60,567 58,684

貸倒引当金 △1,350 △418

流動資産合計 5,375,186 5,214,793

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 393,617 388,303

機械装置及び運搬具（純額） 184,944 169,907

土地 436,790 436,790

リース資産（純額） 60,897 60,328

その他（純額） 30,545 36,939

有形固定資産合計 1,106,795 1,092,270

無形固定資産

その他 253 252

無形固定資産合計 253 252

投資その他の資産

投資有価証券 1,012,530 1,011,243

繰延税金資産 129,083 132,989

その他 103,565 104,613

貸倒引当金 △11,538 △11,818

投資その他の資産合計 1,233,641 1,237,028

固定資産合計 2,340,689 2,329,551

資産合計 7,715,876 7,544,344

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 877,381 1,168,138

１年内返済予定の長期借入金 695,122 651,225

リース債務 21,566 21,737

未払法人税等 51,557 13,205

賞与引当金 18,626 48,007

返金負債 166,459 165,605

未払賞与 90,012 －

その他 338,175 197,873

流動負債合計 2,258,901 2,265,793

固定負債

長期借入金 1,477,324 1,322,158

リース債務 45,411 44,616

退職給付に係る負債 361,205 342,331

役員退職慰労引当金 97,600 98,475

長期預り保証金 236,254 239,261

固定負債合計 2,217,794 2,046,842

負債合計 4,476,695 4,312,635

純資産の部

株主資本

資本金 664,500 664,500

資本剰余金 296,808 296,808

利益剰余金 2,110,527 2,107,366

自己株式 △141,707 △141,707

株主資本合計 2,930,128 2,926,967

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 156,678 156,059

その他の包括利益累計額合計 156,678 156,059

非支配株主持分 152,374 148,681

純資産合計 3,239,180 3,231,709

負債純資産合計 7,715,876 7,544,344
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年２月29日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年12月１日

　至　2025年２月28日)

売上高 1,225,303 1,347,441

売上原価 943,511 1,000,780

売上総利益 281,792 346,660

販売費及び一般管理費 301,793 328,010

営業利益又は営業損失（△） △20,001 18,649

営業外収益

受取利息及び配当金 8,734 7,307

受取賃貸料 804 804

倉庫保管料 2,184 2,082

奨励金収入 11,200 －

持分法による投資利益 24,360 601

その他 3,627 2,427

営業外収益合計 50,911 13,223

営業外費用

支払利息 4,414 4,955

貸倒引当金繰入額 － 279

その他 129 －

営業外費用合計 4,543 5,235

経常利益 26,367 26,638

特別利益

固定資産売却益 226 －

特別利益合計 226 －

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 26,592 26,638

法人税等 2,152 9,133

過年度法人税等 3,442 －

法人税等合計 5,594 9,133

四半期純利益 20,998 17,504

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
3,285 △1,744

親会社株主に帰属する四半期純利益 17,713 19,249

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年２月29日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年12月１日

　至　2025年２月28日)

四半期純利益 20,998 17,504

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △37,933 △5,195

持分法適用会社に対する持分相当額 △6,149 4,767

その他の包括利益合計 △44,083 △428

四半期包括利益 △23,084 17,075

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △26,849 18,630

非支配株主に係る四半期包括利益 3,764 △1,554

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用につきましては、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

（セグメント情報等の注記）

前第１四半期連結累計期間（自　2023年12月1日　至　2024年２月29日）及び当第１四半期連結累計期間（自　

2024年12月１日　至　2025年２月28日）

　当社グループは農薬の製造販売、ならびに農薬に関連した防除作業を事業内容としており、事業区分が単一セ

グメントのため記載しておりません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2023年12月１日

至  2024年２月29日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2024年12月１日

至  2025年２月28日）

減価償却費 30,673千円 29,971千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

（偶発債務）

当社が販売しておりましたダーズバン粒剤に含まれるクロルピリホスが、2025年４月末開催予定のストックホル

ム条約締約国会議にて廃絶対象物質とされる見込みです。これに伴い、当社が販売したダーズバン粒剤を有償で回

収させていただくことになりましたが、現時点では回収に伴う費用を合理的に算定することが困難であり、財政状

態及び経営成績に及ぼす影響は不明です。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年４月９日

サンケイ化学株式会社

取締役会　御中

監査法人

かごしま会計プロフェッション

鹿児島県鹿児島市

指定社員
業務執行社員

公認会計士 西　洋一

指定社員
業務執行社員

公認会計士 森　毅憲

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているサンケイ化学株式会社の2024年12月1日から2025年11

月30日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2024年12月1日から2025年2月28日まで）及び第1四半期連結累計期

間（2024年12月1日から2025年2月28日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、証券会員制法人福岡証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載

の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定

める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象に含まれていません。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・  継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、証券会員制法人福岡証券取引所

の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する

会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・  四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1

項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の

作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・  四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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